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序 文

第二京阪道路の建設により、大阪府東北部の丘陵がしだいに姿を変えつつあります。そして、

その変貌の一瞬、私たちはここに営なまれた人々の蒻らしを垣間見ることができます。

当センターは第二京阪道路及び大阪北道路の建設に先立って発掘調査を行い、枚方市から交野

市を経て寝屋川市東部に続く丘陵地帯では土地利用と生活の関わり、そして以西の門真市に至る

低湿地では現檄変化とそれに翻弄されつつも対処してきた人々の姿を明らかにしてまいりました。

しかし、総延長十数キロに及ぶ路線の調壺とはいえ、幅貝は80m余りであり、歩いて 1~ 2分で

通過できる範囲でしかありません。 したがって、たとえば集落や墓域の広がりなど周辺の状況は

椎定にとどまらざるを得ません。

本署は、第二京阪道路と交わる大阪府都市計画道路建設に伴う太秦辿跡・太秦古瑣群の調壺成

果を報告するものです。調査地は第二京阪逍路から 100111ばかり北にあたります。同辿跡は従前

の調究により、辿跡の東寄りで 5批紀代の古瑣群、西寄りで弥生時代中期の竪穴住居群をそれぞ

れ主とする各時期の辿構を発見しています。今回の調査地は西寄りの部分になることから、弥生

時代の辿構が続いていることが想定されていました。その結果は、予想どおりの弥生時代竪穴住

居の発兄のほか、しだいに弥生時代の辿朴IJが疎になること、そして尾根縁辺に 6・世紀の古瑣が存

在したことなど新知見を得ました。従前の成呆だけでは予想できなかったことです。

もちろん、本調壺の成呆をも って弥生時代集落の縁辺を確認したとは断言 しません。 6泄紀代

の古瑣群が存在したとも言える状況ではありません。 しかし、さまざまな淵発行為に伴い今後も

実施されるであろう本辿跡の調究に、新たな視座を提供できたものと息っております。

最後になりましたが、大阪府枚）j」：木事務所をはじめとする IM:J係各位には、 円滑な調究の遂行

にご協力を賜りましたこと御礼ljiし上げます。また、静かな仕宅地にm機の背を牌かせ、ご迷惑
をおかけいたしました地元国守町の特梯に心よりお詫びljiし上げますとともに、ご理解：を賜りま

したこと感謝ljiし上げます。

2 0 0 5年2月

財団法人 大阪府文化財センター

理事長 水野正好



例 言

］．本魯は大阪府寝屋川市国守町に所在する太秦辿跡・太秦古墳群の発掘調査報告因である。

2. 調査は大阪府枚方土木事務所から財団法人大阪府文化財センターが主要地方道枚方富田林泉佐野線

（都市計画道路国守黒原線）道路改良事業に伴う太秦辿跡（太秦古墳群）発掘調査として平成16

(2004)年4月1日～平成17(2005)年 2月28日までの間委託を受け、平成16(2004)年4月28日～

平成16(2004)年 8月20日まで調査を行い、調査と並行して辿物整理作業を行い、平成17(2005) 

年 2月28日本糊刊行を以て完了した。

3. 調査は以下の体制で実施した。

調査部長 玉井功、京阪調査事務所所長 渡邊昌宏、調究第一係長 宮野淳一、主壺 大架康宏、

主査

美世

上野貞子〔写真〕 調整課課長 赤木克視、係長 森屋直樹、主査 山上弘、技師 信田真

4. 調査の実施にあたっては大阪府枚方土木事務所、地元国守11rr自治会の方々にご協力をいただいた。

5. 本内の作成は大架康宏があたった。

6. 本調査に係わる写兵 ・実測図などの記録類は、財団法人大阪府文化財センターにおいて保管してい

る。広く利用されることを希望する。

凡 例

1. 辿梢尖測図の｝訊鯰':jは即揺j平均悔水位 (T.P.)

48.000rnである。

を）llいた。本祁挿図中の姑i¥鰐：jはすべてT.P.+

2. 辿構平而図の座椋数値は世界測地系（測地成呆2000)I坐椋系第VI系で表記している。

3. 辿椛平而脳l等に付した方位針は座椋北を示す。

4 . 現地調査、辿物整理作業は財団法人大阪府文化財センター 『辿跡調査基本マニュアル』に準拠して

行った。

5. 土｝習断而図の土色は小山正忠・竹原秀雄編 『新版椋準土色帳』2003年版

会議事務局監修 • 財団法人日本色彩研究所色票監修に準拠した。

農林水廂省農林水迎技術

6. 辿構番号は検出順である。今回報告で取り上げた辿構には辿梢番号の後にその種類を付した。なお、

複数の辿構の集合体である辿梢に対しては別途の辿梢番号を付した。

竪穴住居跡 1・2・3、方形周溝蒻 1、古瑣1・2

7. 辿構平而図の縮尺は200分の 1・100分の 1・40分の 1、辿朴I)'断面図は40分の 1・50分の 1、調査区

土罰断而図は50分の 1である。辿物実測図は土器が4分の 1、石器が4分の 3である。固ごとにス

ケールを表示している。
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第 1章 経過

第1節 調査の経過

大阪府により主要地方道枚方窟田林泉佐野線（都市計画道路国守黒原線）改良事業として現在進めら

れている疫屋川市梅が丘 2丁目から同大字太秦までの道路建設区間の内、大阪府枚方土木事務所の依頼

を受けた大阪府教育委員会文化財保護課が取得された建設用地を対象として、事前の試掘調査を平成15

(2003)年9月1日～同 9月10日に実施した。その結果、計画路線の一部で辿物包含府が検出され、辿

物包含陪を除去した而において弥生時代の溝 ・ビットが検出された。それ以外は全面に産業廃梨物が堆

和しており辿構 ・辿物は認められなかった。このことにより発掘調査が必要とされた部分が今回調査

地 ・ 太秦辿跡（太秦古瑣群• その 3)である。なお、要調査箇所が周知の辿跡の範囲外であったため範

囲の拡大がなされており、調査地は現在、すべて周知の太秦辿跡 ・太秦古瑣群の範囲内である。

第2節発掘作業の経過

発掘調査は大阪府教脊委且会の指示を受けて、大阪府枚方土木事務所からの委託により財団法人大阪

府文化財センターが実施した。大阪府・教育委且会文化財保渡課の指祁の下、現地での調究は平成16

(2004)年4月281:Iから開始し平成16(2004)年8月201―1に終了した。

発掘調究はJIオ団法人大阪府文化財セ ンター京阪調介事務所調ft第一係、 係:b支向野淳一 • 主究人架）叔宏

が担当した。現地調究は主に大築があたった。

現地調究は]:-!Ji,;翡負方式により」削削作業等を凝屋川市国守町・ヒロ建設に発注し、また、写真測-J,l:は

株式会社かんこうに委託した。その他、理化学的分析等の委託は行っていない。

発掘作業は、視況測批の後、盛上 · Ill耕土を機械力により除去し、以下は人力により他含）~1の掘削、

辿構 ・辿物の粕査に努めた。検出した辿構而は、航空機を使川した写兵測批により辿構平而図を作成し、

また、土）i'1断而図等の作成、記緑写真の撮彩を併せて行った。現地での調究 ・記録方法は財団法人大阪

府文化財センターの 「辿跡調査基本マニュアル」により進めた。調究完了後は掘削土によってすべて挫

め戻し原状に復した。

第 3節 整理等作業の経過

現地での発掘調究が終了した後、ただちに今同瀾査で出土した辿物絆の整理作業を行った。現地調査

の担当者が整理作業も併せて担当した。

整理作業は、辿物の洗浄は一部を現地調査詰所で行ったが、現地撤収後財団法人大阪府文化財センタ

ー京阪調査事務所で洗浄・注記 ・登録 ・接合 ・実測 ・製図等を行った。現地で作成した図而、 写真等の

整理・登録等も併せて行った。

辿物写真撮影等は当センター京阪調査事務所、 主査上野貞子が担当した。

辿物実測 ・保存処理等の委託は行っていない。
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第2章遺跡の位置と環境

第1節地理的環境

太秦辿跡・太秦古瑣群は大阪府の東北部、淀川左岸に位骰する寝屋川市に所在する。寝屋川市域は、

西部が旧河内潟に由来する標高2~3mの低平坦地、東部が生駒山地西麗から派生し西方向へ延びる50

m前後の丘陵地幣に分類される。この哀屋）II東

部丘陵地帯のうち、 JR片町線（学研都市線）

付近から北西方向へ延び、北を打上川の ,~り析

谷、南を限良川に挟まれた頂部平坦面が比較的

而和の広い椋高50m弱の台地状の丘陵が存在す

る。この丘陵ー幣に太秦辿跡 ・太秦占瑣群は立

地している。m部平坦而が太秦辿跡 ・太秦古瑣
群の現在周知されている範囲とほぼ瓜なる。ま

た、国指定史跡の初;-向廃寺跡や第二京阪追路に

伴う?Jl,j杏でその様相が明らかになりつつある大

尾辿跡やt:i窮辿跡はこのl'i-.1浚のIYi西側緩斜而に

立地する。

この丘陵には近枇から続く打 I・..国守Ill」..太

秦 .i・:;-:;,; の各集裕がのる。 部に叫水や川畑が

残るが、 市街化がかなり進んでいる。大正期に

は大規校なふは地が造成された。11({和40年には大

阪di水近），，j他：野浄水場が建設され、/{、f'i府凝屋）II 

公園なども所在している。

今阿調杏地は丘陵頂じi!.j且部の南端付近に位

ii'tしている。現地IIは宅地で、調杏範訓111央の

市道上でT.P.+48.2mを測る。

第2節歴史的環境

0 5 I o,-
' I I I I 

図 1 鯛査地位図図

太秦辿跡 ・太秦古瑣群の周辺には111石器から占代までの各時代の辿跡が分布している。本辿跡の立地

する吸屋川東部丘陵からさらに北東側の枚方丘陵にかけては多くの国府型ナイフ形石器の散布が知られ

ている。縄文時代の辿跡としては、やや離れるが旱期の椋式辿跡の交野市神宮寺辿跡や枚方市穂谷辿跡

があり、中期以降では近隣の殺屋川市讃良川辿跡や四條畷市砂辿跡など大規模な辿跡が存在する。

弥生時代前期の辿跡には瞑屋川市高宮八丁辿跡や四條畷市）雁屋辿跡があり、詞宮八丁辿跡はその消長

が太秦辿跡と関辿づけて考えられている。中期には太秦追跡がこの地域の中心的位附を占め、雁屋辿跡

や東大阪市中垣内辿跡など他の拠点的梨落とはやや距離を附く。後期には逍跡は増えるが集落として明

確なものは、太秦辿跡から距離を1位＜枚方丘陵一帯に多く存在する。
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図2 謂査区と隣接する遺跡

太秦辿跡は、弥生土悩や石柏・大捌石録が採集され、北河内を代表する弥生時代の辿跡として阜くか

ら周知されている。広範囲かつt:i地に立地することから考古学上でも労名な辿跡であるが様相はあまり

明らかではなかった。しかし、第二取阪道路建設に係る発枷I調在で、 財団法人大阪府文化財センターが

平成15(2003)年度に実施した）べ秦辿跡の調布では弥生時代中期の竪穴住屈跡39棟をはじめ多くの辿梢

が検出され、あらためて太秦辿跡がこの地域の拠、1.'.(的集落であることが確認された。そして、隣接する

大）毛辿跡で財団法人大阪府文化財センターが平成13(2001) ・ 平成15(2003)年度に実施した第二京阪

道路建設に係る調究では弥生時代中期の方形周溝硲30~.砂以」••、竪穴住居跡などが検出されている。

また太秦古瑣群も早くからその存在は知られ、採集辿物などから古瑣時代後期を中心とした群集瑣と

考えられていた。個々の占瑣の規模や内容はほとんど不明で、浄水場建設等の開発などにより梢滅し、

籾至川市指定史跡 ・太秦高塚古瑣をはじめ数基が現存あるいは小字名にその存在を知るのみである。し

かし、やはり同センターが尖施した第二京阪逍路建設に係る平成13(2001) ・ 平成15(2003)年度の発

掘調究で、方瑣を主とした25基もの小規模古瑣の群集が確認された。「尾支群」と命名されたこのグル

ープは51且：紀後半を中心とする木柏直葬を主体とし、太秦古瑣群の様相の一部が判明した。

太秦古瑣群周辺の古瑣としては前期の交野市森古瑣群や府指定史跡・四條II巌市忍岡古瑣、中期の府指

定史跡 ・交野市東車塚古瑣などの前方後円培、中期以降の群集瑣として哀屋）II市打上古瑣群、四條畷市

更良岡山古墳群が近接する。そして国指定史跡疫屋川市石宝殿古瑣は横口式石榔をもつ終末期古墳であ

る。飛島時代以降は、国指定史跡 ・疫屋川市高宮廃寺跡とそれを取り巻くように存在する疫屋川市高宮

辿跡が太秦辿跡に隣接する。また、寝屋川市太秦廃寺跡、寝屋川市 ・四條畷市讃良寺跡、 四條畷市正法

寺跡など白鳳期創建とされる寺院跡が点在する。
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第 3章 調査の方法と成果

第1節 調査の方法

今回の調査区は、先に試掘調査を実施した大阪府教育委員会により発掘調査が必要と判断されて、財

団法人大阪府文化財センターが大阪府教育委員会から指示を受けた範囲の内、実際の計画道路幅貝 ・形

状にあわせて設定した。中央部分の市道は今回調査範囲から除外した。このため市道を境に 2調査区に

分割し、それぞれ北西側を 1区 ・南東側を2区と呼称して調査を実施した。調壺面租は 1区が 616rri、

2区が659n-i、合計は l.275n-iである。

なお、掘削土仮附スペースの関係から 1区をほぼ中央で反転して調究を行ったため、さらに北西半を

1 -1区、南東半を1-2区に二分した。従って辿物の登録番号、現場での図面番号は 3調査区として

図3 調査区配四図
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X=---

ヨIーヨ1--夏11・—> I -. 門I- ,ヨ.| — >Ix I沼1氏
X 000 Y 000 /;JO心'I/IJ~n°<7:r'i'l;l/fifJ

図4 地区割り図

分別されている。今回報告では写真l図版以外には特に区別していない。

調査区の地区割りは財団法人大阪府文化財センター 「辿跡調究基本マニュアル」2003年に準拠し、出

土辿物の取り上げ単位・ 土）杓観察セクションの設定 ・辿朴諄む）IIJ図而、撮影写真時の位附記録に）'IJいた。

また、現況測批 ・掘削土批検測の基準にも使川 した。

地区割りは次のとおり行った。

地区割りの基準線には国土座椋判I(世界測地系）第VI座椋系にもとづく数値を使用した。区割りは大

から小へと計6段階で行い、府全域を共通の地区割りで統一する。

第I区画 ：大阪府の南西端X= -192000m・Y = -88000111を基準とし、縦6km、横8kmで区画する。

表示は縦i1!11iA~O、横軸0~8で表示。表示方法は縦 ・柚の順。
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第II区画 ：第I区画を縦 1.5km、柚 2.0kmでそれぞれ4分割し、計16区画を設定。南西端を 1とし、 東

へ4まで、あとは西端を 5、9、13、 北東端を16とする平行式の地区名表示。

第III区画 :第II区画を 100m単位で区画。縦15、横20。表示は北東端を基点に縦A~O、横1~20。

表示方法は横・縦の順。

第IV区画： 第I11区画を10m単位で区画。縦、横各10。表示は北東端を基点にa~j、横1~10。表示

方法は横 ・縦の順。

第V区画 ：第IV区画内を 5m単位で区画。表示は北東側 I、北西側II、南東側III、南西側IV。

第VI区画 ：第IV区画内を、北東端を基点にして西へはW+OmOcmOmm、S+OmOcmOmmと必要な桁

まで表示。

表示方法例

第I区画第Il区画第1I1区画第IVIi画第V区画第VI区画

J 6 - 4 - 8 N -1 a - I W3.10m S2.30m 

通常、辿物の取り上げなど調究で使mする披低範囲は、第w区圃とし、必要に応じてその他の範囲を
使川した。ラベルの記入など、調杏では、第ill・lV区圃を表示することを原則とした。

第2節層序

今担l調介地は前述のとおり」了陵j鉛~IS平坦而に当たり、耕作等の削平による地形の改変もかなり進んで

いる。 このため、辿跡の本来の/1•1! ギはほとんど辿されていない。調介地の調1洲(前の地IIは宅地で、 全

而に1,1怜土が行われている。調1tl><:南側の谷は拙め立てられて淵l杏地と1,;J・而となっている部分もある。

閥杏区令体の現況はほぼ平坦である。調1tli中央を走る市追を挟んで北側の1区がほぼT.P.+48.2m、

南側の2区がやや翡くほぼT.P.+48.5mを測る。

）よ本11・1がは盛 I::、IIW:L 、 J火オリープ色砂質」••、地 1 l 1· Iリl黄褐色粘 I ·.の順である。

盛」：：は全体に認められ、 0.2~0.6mの1以さである。近年の施 1:と息われる。

111%:JI: 上は屯地化以前は耕作地おそらくは畑地であったことを示す。盛」：施r時に削平除去されたのか、
部分的に/1,£さ0.2m程度辿存している。

灰オリープ色砂質土はllltJI士の匝下悩（ただし、 2 IKの南西側にはII¥J/1・・'1としてにぶい黄色砂礫混じり

土が入る。）である。締まりはあまり良くない。近恨以前の耕作土と息われる。弥生土器・サヌカイト

片 ・ 須忠器 • 土Oili器 ・ 瓦器・陶器の細片を包含する。

地山は調究区全域ほぼ同一・11・1で、水分を耶すと強い粘性をもつ明黄褐色粘上Ji<o1である。2区の一部分

に下l11の裸111がみられる。地山は調究I又中央付近が!iiも翡く、ほぼT.P.+48.0mを測り、調査区両端で

はT.P.+47.5mをそれぞれ測る。調究地が尾根の頂部に当たり 、尾根筋が現市迫と重なるものと思われ

る。

辿構は近世以降の耕作跡を除いてすべて地山面で検出した。
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第3節遺構

今回の調査では決して広くない調査面租であるにもかかわらず、弥生時代中期の竪穴住居跡3棟 ・方

形周溝墓 1基 ・土坑 ・多数のピット、古墳時代後期の方瑣あるいは円墳2基、古墳時代～古代の土坑 ．

溝 ・ビット、近世の土坑・溝などを検出した。追構総数は 600以上にのぼる。

検出した主な辿梢は調査区ごとに以下のとおり。

1 区（図6、8、10-19・ 写真図版2-4)

2土坑 （図 8、10・写真國版3、4) 

1区の西隅で検出した。長径 1.8m・短径 1.4mの平而桁円形の土坑で、 一部は調査区外となる。深さ

は0.5111を測る。

埋土は上府が炭化物を多く含む灰色土、中1習が灰褐色粘質土、下陪が灰色粘質土となる。辿物は各肘

から出土したが、下）習から弥生土器の把手付鉢 ．甕 ・石器等がまとまって出土した。

弥生時代中期後半の辿梢である。

(Jj 

7
,
 
0
9
l
Z
E
 ,＂A
 

7
 
7
 
7
 
3
 

Z
 x
 

r, p. +4ff. aaon 

゜
A A' 

~ :/ 
lm  

1 灰色 5Y4/1土（炭化物を多く含む）

2 灰褐色 7.5YR5/2粘質土

3 灰色 5Y6/1粘質土（炭化物を含むl

図10 1区 2土坑平面・断面図

553土坑 (I図8、11、13・写哀l医II坂4)

1区南西隅付近で検出した。辰径 l.lm・ 短径 0.8mの平而

桁円形の土坑である。深さ 0.4mを測る。

灰黄褐色砂混じり土、褐灰色粘質土の順で、褐灰色粘質土か

ら弥生土器の甕等が出土した。

埋土は上／晋から灰黄褐色粘質土、褐灰色砂礫混じり土、

弥生時代中期後半の辿構である。

周溝墓1 (513溝）（図 8、12、13・ 写真図版4)

1区南東半で検出した。調査区内で直角に曲がる溝であ

I ~ ア―皿•
゜

lm 
1 灰黄褐色 10YR5/2粘質土
2 褐灰色 1OYR6/1砂礫混 じり土
3 灰黄褐色 10YR6/1砂混 じり土

（炭化物を含む）
4 褐灰色 7.5YR4/1粘質土

図11 1区 533土坑断面図
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る。北西側は大部分が削平 ・樅乱されている。南側は市道敷へ延びて調査区外となる。北東辺は内側肩

の角から辛うじて周溝の痕跡をllm程追え

る。一辺10数m以上になる大型の方形周溝

墓の残欠と思われる。屈曲部付近の残存部

分で最大幅 1.8~2.0m・ 深さ 0.1~0.2mを

測る。

埋土は上罰から、炭化物 ・土器片を多く

含む褐灰色粘質土、褐灰色粘質土、灰黄褐

Hr.P~ 、

゜

lm 

色粘土の順である。屈illJ部付近の埋土の主
1 褐灰色 7.5YR4/1粘質土（炭化物 ・土器細片を多く含む）

に上陪部分から弥生土器の鉢．壺．甕 • 石 2 褐灰色 7.5YR5/1粘質土 3 灰黄褐色 1OYR6/2粘土

器等がまとまって出土した。

弥生時代中期後半の辿構である。

図12 1区周溝茎1(513溝） 断面図

• I' 

口
({)~ 

X=-137795 

゜
10m 

図13 1区周溝蒻1(513溝） ・511溝他平面図

古培 1 (3溝） （図8、14、15・写真図版2~ 4) 

1区北西側で検出した地山の明黄褐色粘土）粋を切り込む溝である。大きく弧を描き調査区外へと延び

る。調査区北東隅での検出最大幅 3.7m・深さ 0.7m、検出部分半ばの最小Jjl扁部分で幅 1.3m・ 深さ 0.4m
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をそれぞれ測る。溝の埋土は、上陪がにぶい黄褐色粘質土、中閉は褐灰色粘質土 ・明黄褐色粘土で、最

下層に部分的に明黄褐色粘質シルトが堆梢する。各層とも比較的締まりが悪い。流水、滞水による堆栢

府は認められなかった。

辿物は上陪のにぶい黄褐色粘質土陪から弥生土器 ・土師器 ・須恵器が細片を中心に若干出土するのみ

であった。

溝の内佃jに向かって地山がわずかに上がる。東半は15溝を境に後世の耕作により削平されており平坦

である。墳丘の盛土は確認できなかった。また埋葬主体等も確認されなかった。

平面 ・断面の形状、出土辿物などから円瑣または方瑣と思われる。円培とした場合、外周で直径21m

程に復元できる。
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図14 1区 古瑣1 (3溝）
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平面 ・コンター図



T. P. t48. OOOo 

6
 

T. P. t48. 000• [
-|
 

T. P. +48. 000• 

~ こン／1 灰黄褐色 1OYR6/2土 2 にぶい黄褐色 10YR5/3粘質土 3 褐灰色 1OYR4/1粘質土

4 明黄褐色 10YR6/6粘土 5 明黄褐色 10YR7/6粘質シル ト 6 灰色 5Y6/1砂混じり土（杭穴）
7 灰オリープ色 7.5Y6/2砂質土（床土）

← ， 

1 U I . _i_r11 _J 

図15 1区古瑣1(3溝） 断面図

古培2 (4溝） (Iii 8、16、17・写真固版2~ 4) 

1区北西側で検出した。調究区内でほぼ直角に1111がり調査区外へと延びる。南西壁付近で輻 1.5m・

深さ 0.3m、北両槌付近で輻 2.0111.深さ 0.5mを測る。屈fill部分は極端に狭く、輻 0.6m・深さ0.25mを

測る。

埋上は」洵1がにぶい黄褐色粘質上で古瑣 1(3溝）の狸上とほぼ同質である。1j1Ji'りがオリープ黙色粘

質土 ・II行灰黄色粘土で、 ド）\'•1 が明黄褐色斗/i -L· にぶい褐色砂況じり粘土である。

T. P. t48幽

゜
＼＼戸／ー E

三
＼ーデ戸~

T. P. t48. 0001 
1m  

3 

1 にぷい黄褐色 10YR5/3粘質土 2 オリープ黒色 5Y3/1粘質土 3 暗灰黄色 2.5Y5/2粘土

4 明黄褐色 10YR6/6粘土 5 にぶい褐色 7.5YR6/3砂混じ り粘土

6 灰オリープ色 7.5Y6/2砂質土（床土）

図16 1区古培2(4溝） 断面図

辿物の出土がほとんどなく、上陪のにぶい黄褐色粘質土から弥生土器・土師器・須恵器が細片を中心

に若干出土したのみである。

溝の内側は後世の耕作による削平を受けておりほぽ平坦である。瑣丘の盛土は確認できなかった。

-15-



平面・断面の形状、出土辿物などから古墳 1 (3溝） と同時期の方墳と思われる。一辺10m以上の規

模である。

0
5
U
-
C
,
1
1
A
 

X=-137770 ＼
 

゜

X=-137780 

10m 

l
 

／ 
•F'_,1.10--

図17 1区 古墳 2 (4溝） 平面 ・コンター図

511溝 （図8、13、18・写真図版4)

1区南端で北側の府のみを検出したi-i'li:である。周i;'lj:硲1 (513/¥'li'.) を切っている。；凋壺区墜際で深さ

J' —,;;;=;;;y T. P. +48. 000• 

1m 

褐灰色 7.5YR5/1土
（明黄褐色 10YR6/6粘質土プ ロック多く含む）

2 にぷい黄橙色 10YR6/3粘質土
3 褐灰色 7.5YR4/1粘質土
4 橙色 7.5YR6/6粘土
5 攪乱

図18 1区 511溝断面図
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0.5mを測る。埋土からは弥生土器・土師器・須恵器が出土した。隣接する2区では検出されず、市道の

範囲内に収まる大型土坑の可能性もあるが性格は不明である。

古墳時代後期以降のものと考えたい。

514ピット・ 515ピット・ 516ピッ ト・533ピット・ 554ピット （図8、13・ 写真区1版4)

1区南端で検出した柱穴列である。 554ピット以外は直径 0.5~0.7mの柱あたりをもつ柱穴である。

柱間は約 1.5mで4間分のみ検出した。東西棟掘立柱建物の一部と思われるが詳細は不明である。

511溝の埋没後の辿構で、古墳時代後期から古代の辿構と考えたい。

15溝 （図8. 写真屈版2~ 4) 

調査区中央をほぼ南北に走る。幅 0.7m前後・深さ 0.1~ 0.2m程度の近世以降の溝で、この溝の東側

は辿構而が一段商い。耕作而の段差を表しているものと思われる。埋土からは陶器 ・磁器の細片が出土

した。

近枇以降のものと思われる。

608土坑 （図8、19・写真図版4)

調究区中央で検出した。直径 l.Om・ 深さ 0.8m

の土坑で、素掘の井戸または水梱と思われる。辿

物はほとんど出十．しなかった。

近批以降のものと息われる。

ピット群 （図8. 写真図版2、4) 

200砧弱のピットを検出した。直径 0.2~ 0.4m 

のものがほとんどである。 1I凶束半と西隅 ・古培

2付近に集中している。埋土により 1；が生時代・ ij1

枇・近枇の 3時期に分類できる。建物などに復元

できるものはなかった。

゜

1m 

1 明黄褐色 10YR6/8粘質土
（黒褐色 10YR3/2粘質土プロック
．径1O~ 50mm程度を若干含む）

図19 1区 608土坑断面図

2 区（図 5、 7、 9 、 20~27 · 写真悩版5、 6) 

竪穴住居跡1(397溝 ・396ピット・ 400ピット ・401ピット） (I必19、20、21・写真凶版5、6) 

21凶東1偶で検Illした。かなり削平を受けているが、竪穴住居跡と息われる。I未而はまった＜辿されて

いない。大半が調究区外となる。残存している様Uli'の弧から復元して直径10m程度の円形竪穴住居跡と

す((;測される。

昼翌i.,Y;:• 3977411: は幅約 0.2~0.25m・深さ0.02~0.2 

mである。埋土は焦褐色粘質土で弥生土器の甕 ．

壺 ・鉢等の細片が出士した。

住居跡の柱穴と思われる 396・400・401ピッ

トはいずれも直径 0.4m前後 ・深さ 0.4~ 0.6mの

しっかりとしたビットで、埋土は黒褐色粘質土で

ある。

T. P. 148. 000• 

I rr 0 

L LI --,.~ — 
1 黒褐色 7.5YR3/1粘質土 lm  

図20 2区竪穴住居跡1 断面図

わずかな出土辿物のみでの判断になるが、弥生時代中期後半の辿梢と考えられる。
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図212区竪穴住居跡1・ 2 220土坑他平面回

竪穴住居跡2 (506溝） ( I叉19 、 21 、 22 ·1~1版 5 、 6) 

竪穴仕｝叶跡1の北側で検1111した。墜汁//:と考えられる弧状の汁I/:で輻約 0.2~0.25m・ 深さ0.02~ 0.2mで

ある。埋土は褐）火色粘質土で、 lnJ-・」濁］がii'/i:の内側に部分(Iりに堆梢している。地11」而は康に向かってわ

ずかに下がる。

肛径10m以上に復元され、

竪穴住届跡 1よりやや大きい

竪穴住居跡となるものと思わ

れる。竪穴住居跡1に切られ

ている。

出土辿物が細片のため明ら

かではないが弥生時代中期の

辿構と思われる。

T, P-+48. OOOm 

1 褐灰色 7.5YR4/1粘質土

゜

lm  

図222区竪穴住居跡2 断面図
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220土坑 （図9、21、23・写真図版5、6) 

2区東側、住居跡2の西側で検出した。一部が攪乱に切られているが、やや変形した長方形の土坑で

ある。残存部分で南北 4.0m・ 東

西 2.3~ 3.0m、深さ O.lm弱であ
T. P. +48. 000• 

゜る。方形の竪穴住居の可能性もあ
N 

るが削平を受けており、また、地~溶~一—―_— "r——~ 
山の礫府部分に穿たれているため

壁溝、 床面等の確認ができなかっ

た。

埋土からは弥生土器の甕等が出

七したn

- - -
N' 

1 褐灰色 7.5YR5/1粘質土
2 褐灰色 7.5YR4/1粘質土（炭化物をわずかに含む｝

図23 2区 220土坑断面図

lm  

。

(A) 
゜

゜
X=-137100 

10m 

図242区竪穴住居跡3 197溝 1土坑他平面図
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竪穴住居跡3 (430溝 ・75ピッ ト・ 431ピッ ト）（図9、24、25・写真図版 5、6)

2区西隅付近で検出した。430溝は幅約
T. P. +48. 000• 

0.2~0.25m・ 深さ0.02~ 0.2mで壁溝と思わ ＼＇

れる。住居跡中心から延びる排水溝と思わ 他
れる溝が堡i1Ytと連続する。

壁溝と溝の内側の床面の一部分には褐灰

O' 

1 褐灰色 10YR5/1粘質土

゜

1 m 

色粘質土が蒋＜毅っていたが竪穴の本来の

埋土であるかは不明である。

床面で検出した竪穴住居跡の柱穴と思われる75・ 431ピットはいずれも直径 0.4m前後 ・深さ 0.6~0.7 

図25 2区竪穴住居跡3 断面図

mのしっかりとしたビットで、埋土は黒褐色粘質土である。

残存している墜滞の弧から復元して直径6m程度の円形竪穴住居と:!ft.iJIIJされる。

出土辿物は細片でかつ劣化が進んでいるため明らかではないが、弥生時代中期の土器であろう。

この時期の辿構と思われる。

140ピッ ト （図 9. 写真凶版5、6)

2区北隅で検出したピット群の 1基で、板状の根石をもつ。周辺のピットも同様の径・深さで建物の

一部になると息われる。

時期は不明であるが、付近のピットからは土師器 ・瓦悩の細片がわずかに出土している。中1せの辿梢

と息われる。

148溝 ・149溝 （図9. 窮真図版5)

2区北側を東洒方向に走る社lj:で、 Jlifiil.lm・ 深さ O.lm前後を測る。

近枇以降の溝で耕作に伴う区両あるいは畝汁lj:と、思われる。

1 97沿~ (図 9 、 24、 26 ・ 写兵図版 5) T. P, • 48. 000• 

2 Ii中央を束両方向に走る溝で、

輻 1.3~ 2.5m・ 深さ 0.1~0.2mを測

る。

1 明費褐色 10YR6/8粘土混 じり砂礫
2 灰黄色 2.5Y6/2粘質土

゜
148・149溝と l1iJ様、耕作に伴う区

画溝．と、思われる。溝を檄に北側に比べ

南側がわずかに低い。

近世以降の辿構である。

388土坑 （図9. 写真図版5)

調究区南西盛際で検出した。直径 0.9m・ 深さ 0.8mの土坑で、 1区の 608土坑同様、素掘の井戸また

1m 

図26 2区 197溝断面図

は水溜と思われる。

近批以降の辿朴IJである。

1土坑 （図 9、24、27・写真図版5)

2区北西端で検出した。検出部分です（譴I]すると一辺 7.7mほどの隅丸方形の大型土坑で調壺区外の市

道部分に拡がる。深さは 1.4m以上である。埋土は周辺の地山）晋に似た砂礫で、短期間に埋めたような

囀 't状況である。土坑が掘削されている部分は比較的均質な粘土罰であることから、粘土採取坑である

可能性が高い。

-20-



I. P. 111-000, 
p 

1 灰黄褐色 10YR6/2砂礫混じり土 2 明黄褐色 10YR6/8砂礫プロック 3 黄灰色 2.5Y5/1土

4 にぶい黄橙色 10YR6/3砂礫混じり土 5 にぷい褐色 7.5YR5/4砂礫混じり土 6 にぷい褐色 7.5YR5/3砂礫

7 灰黄褐色 10YR6/2砂礫混じり土 8 灰黄色 2.5Y6/2砂礫 9 黄灰色 2.5Y5/1粘質土 10 灰黄色 2.5Y6/2砂礫

11 褐灰色 1 OYR5/1土 12 灰黄褐色 10YR6/2砂礫プロック 13 にぷい褐色 7.5YR5/4土 14 褐灰色 1OYR4/1土

図27 2区 1土坑 断面図

ピット群（図 9、21・写真l忍1版 5、6) 

約 400基のビットを検出した。直径 0.2~ 0.4mのものがほとんどである。 1区と同様に埋上により弥

生時代・中批 ・近世の3時期に分類できるが、調介区束半に染ljIするピッ トは弥生時代が中心である。

これらは狸—I・：がよく締まった黒褐色粘質土で、深さが検/_I',:L{; で 0.5~ 0.7m程あるのが特徴である。建物

などに復元できるものはなかったが、 j'jlj平された翌穴1主）叶跡の残欠のllj能 性は佑'jい。

また、調究1凶南端で谷の訂を検II\ した。 残 I.:.)発材などでJ~ilめ立てられており、今1111詳細な調介を行

えなかった。拙戻時に機械力による深掘 りを行った結呆、 T.P.+約44.0m~44.5m付近で地111と息われる

比較的半坦な而を確認した。

今1111謳崎区の平均的な辿構而邸からは4mほど低い。しかし、調オt区の南側、丘陵緩斜1(1jに立地する

隣接する大）店辿跡では、財団法人大阪府・文化財センターが平成13(2001) ・ 平成15(2003)年｝文に実施

した第二取阪近路建設に係る』i崎でT.P.+約44.0111付近を辿構而とし、弥1IJ1が代叫りの）HiJ~ili/砂~301,~

以 1ご、瞭穴住｝舌跡などが検/111されている。

第4節 辿物

今1111の調介でIII」’．した辿物は、弥生士器・ 土師器 ・狽忠器 ・瓦器・陶滞 ．磁器 ・瓦 ・イi器等である。

その時期は弥生時代から現代に至る。Ill十拡は全体でコンテナ10箱程炭であった。

出土した七な辿物は辿構ごとに以下のとおり 。

2土坑 （固28・写真図版 7)

1は鉢あるいは台付鉢のu縁である。口縁端部外側に傾斜した櫛描列点幣を施す。 2も鉢あるいは台
付鉢のイ本部である。折り返すタイプの口縁を欠損している。幅の辿う櫛描列点文幣を 2段に施す。 3~

7は甕ある。4は中型の甕で口縁端部上端に刻目をもつ。5も巾型の甕でイ本部にヘラミガキを施す。

6・7は小型の甕である。 8は把手付の鉢である。復元口径14.5cm、器t:il5.7cmの縦長な、やや大きめ

のカップ状の鉢の口縁からイ本部中程に手捏の半円形把手が片方に付 く。

-21-
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図28 1区 2土坑出土遠物
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図29 1区周溝墓1 出土遠物
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周溝墓1 (513溝）（図29・写真図版8、9) 

9は弥生土器甕または壺の底部である。 10は大型の鉢で、段状に肥厚させた口縁に 3条の細い凹線文

を施す。また、体部には10条単位の同一原体と思われる櫛描波状文と直線文を交互に施す。復元口径

39.6cm。11も大型の鉢で、段状に肥厚させた口縁に 3条の細い凹線文を施す。体部には上から順に13条

単位の櫛描の簾状文、簾状文と同じ原体と思われる直線文、 10条単位の波状文の順に施す。復元口径

42.4cm。12は台付鉢の脚台部で10・11のいずれかと同一個体かもしれない。径 1cm強の円孔を 2~ 3 cm 

間隔で多数穿つ。裾部にはやや太い凹線文を 4条施す。13は高杯の

鉢から脚部で口縁は欠損する。

16溝 （図30・写兵図版9)

14は弥生土器壺の底部である。復元底部径10.4cm。

古培 1 (3溝）（図31・写真図版10)

/
 ゜15は土師器甕口縁部である。粗い胎土をもつ。復元口径28.2cm。

16は須忠器邸杯である。長脚二段透かしの脚部上半部分。

20cm 

図30 1区 16溝出土遺物

ロ芦~rt
．．。 ・・・

゜
20cm 

図31 1区古1n,. 2 出土遺物

古堺2 (4溝）（圏31・与兵図版10)

17はクi'i恵甘辟＇：店で、杯部は欠祖している 。復）じ）氏部径 8.4cm。18は弥生土猫の大刑売で、やや垂れ下

げた口縁外而に刺突孔が2cm前後の間隔で施されている。1本部外而は丁寧なヘラ ミガキ調整、内而ハケ

の後横方向の湘llいヘラミガキを行う。復元LI径31.8cmo

511溝（図32・写真図版11)

19は弥生土器甕の底部である。底而に箆枯'i

沈線による業）脈様の文様を施す。底部径 6.0

cm。20は土師器甕である。器壁は駆＜胎土は

粗い。復元口径13.2cm。

220土坑 （図33・写真図版9)

21は大型の甕の口縁部である。復元口径

35.4cm。22は甕の底部である。底部径 4.3cmo

21と22は色調、胎土から同一個体と思われる。

＼ 
咤唸i;和

認媒・オや、り，
l-: • .',',,'泣 I,.

唸も中、^砂椅
裕ぬ登↓

＼
 
20 

゜
20cm 

図32 1区 511溝出土遺物
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図33 2区 220土坑出土遺物 図34 2区竪穴住居跡1 出土遠物

竪穴住居跡1 (397溝） （図34・写真図版9)

23は小型の鉢で口径10.2cm、底部径 5.4cmo

石器 (I反135、36・写真図版12)

製品・未製品は 8点出土した。24-~27はIH耕土、 28は75ピット、 29は周溝硲1、30・31は2土坑から

の出土である。24は柱状片刃石斧である。側而はきれいに而取りされており、断而は、半円形を呈する。

索材は硬質砂岩で、残存長 6.4cm、,,,晶2.55cm、)!,!. さ 2.2cmを測る。25は凸基無茎式の石鏃である。両側縁

側から調整剥離を施している 。 素材はサヌカイトで、 ・長さ 4.3cm、 輻 1.5cm 、 匝さ 0.5cm 、 iE: さ 2.2~g を iJIIJ

る。26は凸基無茎式の石鏃である。l躯い剥片を使川しており、両側縁側から調整剥離を施しているが、

表而裏而とも索材の剥離而を残している。索材はサヌカイトで、長さ 3.3cm、i偏 1.1cm、)以さ 0.3cm、巫

さ1.30gを測る。27はい湛無茎式の石鏃である。先踏部及び出認11を欠Hlしている。両側縁側から調整浪lj

＜二＞ 25 

24 

゜

I、
＇` 

: j 

26 

く
27 

＜ニニフ

゜I I I 

図35出土遺物石器 (1)
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離を施しているが、表面裏面とも素材面を残している。素材はサヌカイトで、残存長 3.4cm、幅1.66cm、

厚さ 0.7cm、重さ 3.94gを測る。28は石鏃の未製品と思われる。先端部を欠損している。素材はサヌカ

イトで、残存長 4.5cm、幅 2.5cm、厚さ1.15cm、重さ 14.56gを測る。29は石槍の未製品である。正面右

側縁部は刃部を作成ようとする調賂剥離が施されるが、左側縁部は自然面を残している。製作途上で折

れたため放梨したものと思われる。素材はサヌカイトで、残存長 6.0cm、幅 3.4cm、}厚さ1.30cmを測る。

30はスクレーパーである。横長剥片を使用し、主用剥離而側から調整剥離を施し、刃部を作成している。

素材はサヌカイトで、 長さ 5.8cm、幅 3.4cm、匝さ 1.4cm、誼さ 23.43gを測る。31は2次加工のある剥片

である。横長剥片の打面側を折り取り、剥片先端部に一部2次加工を施している。素材はサヌカイトで、

長さ 2.7cm、幅 4.4cm、厚さ 0.9cm、重さ6.40gを測る。

30 

こ

''t 
—• I 翌―
I'  

A m 
忍I~ ヽ

鼻＇介 ＇ ‘ ， ’ ヽ ， 

28 

二

こ 29 駅〗~;3 v 
乏=;,~

31 

゜
10cm 

図36 出土遺物石器 (2)
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第4章総括

今回発掘調査を実施した太秦追跡 ・太秦古墳群は大阪府北河内地域の代表的辿跡の一つである。「太

秦辿跡」としては弥生時代中期に現れる高地性集落として、また「太秦古培群」としては神武東征伝承

をもつ太秦高塚古墳（トノ山古墳）や秦氏に関わる伝承、また股富な出土・採集品などから斯界では早

くから注目されていた。この地に第二京阪道路および大阪北道路建設が計画され、財団法人大阪府文化

財センターが平成13(2001)年に実施した「太秦古培群」の調査を皮切りに数々の発掘調査を実施した。

これらの成呆は疫屋川市東部丘陵上に展l~f.Jするこの太秦辿跡 ・太秦古培群に次々と新知見を与えること

ものであった。

今回調究地点は同センターが実施した第二京阪追路および大阪北道路建設に係る発掘調究のうち、平

成13・14年に実施した太秦辿跡・太秦古瑣群と、同じく平成13・14年に実施した大尾辿跡の調究地点の

中間に当たる。これらの太秦辿跡・太秦古瑣群の発掘調杏では40棟近くの弥生時代中期の竪穴住居跡 ・

「）送支群」と命名された方瑣を主とした25基もの小規模古瑣の群集 ・古瑣時代後期から古代の竪穴住居

跡を 5 棟、掘立柱建物を11棟• 土tJi緑苫・ 111・111:から近1せと考えられる）s::ii'/i: など多くの辿構を検出している。

同じく大尾辿跡の調査では、 30基以上の方形周溝幽群 ・弥生時代中期の竪穴住居 ・7・Ill:紀代を中心とし

た竪穴住／凶跡や掘立柱建物など、弥生時代から,,,世に至る多くの辿梢を検出している。

今lnlの調究においても、太秦辿跡・太秦山瑣群の様相の新たな知兄を街ることができた。

まず、新たに弥生時代,,,期の竪穴住），叶跡3棟を検出した。これまでの調介にあわせて、「太秦辿跡」

の住屈跡群がさらに両側に拡がることが判明した。これまでに確，認された 「太秦辿跡」の弥生時代の辿

構の広がりを位jjlJ'.する椋邸でみると、今1111 ~刈1t地では枯訟148m成）のほぼ丘陵）せ根頂 I・.、平成13・14年の

太秦辿跡・太秦占瑣群の調1tの弥生時代"'期の仕）叶跡群 ・7・Ill:紀を,,,心とした竪穴仕）け跡 ・掘立柱建物

群が爪複する追梢而は札ぶ•,':j43.5~47.8mの南向きの緩斜,mテラスにイご(在する 。 1,;J じく ' lz.成13・14年の 「大

）必辿跡」の調究では、村伽j43~45rn地、,.'.(の南向きの緩斜,mテラスほぼ全域で方形周溝袋を中心とした辿

構を検出している。これらの成呆から、当該地域の」そ陵平坦部から1中iイJIiiに拡がる緩斜,m上には、ほぼ令
面的に弥生時代中期の辿構が分布しているものと息われる。当地は旱くからIJf.l発が進み、丘陵端に存在

する菜脈状の谷地形を}JI!.め立て宅地化されているが、谷に併せて迎め立てられた緩斜而」；には多くの追

構が存在するものと、思われる。今1111調究対象外であった第一．京阪道路および大阪北近路川地の間までは

おそらく弥生時代の辿構而が続き 「大尾辿跡」に辿なり、 「太秦辿跡」と「大）忌辿跡」は一つになるも

のと予想される。今後、注意が必要である。

また、 「太秦古瑣群」としては、今l且I6 Iせ紀の古瑣2碁を検出した。先に確認された「｝廷支群」と比

べやや時代が下り、別のグループに屈すると考えられる。 しかし 2基は近接しており 、「尾支群」の古

瑣の密度から考えても調査区外にも同様の古瑣が存在する可能性は翡い。これまでの調査で｝丞根の南側

斜面には古瑣が認められなかったことから、その分布は尾根頂上に展開するものと予想される。また太

秦古瑣群の盟主瑣とされる太秦邸塚古瑣（トノ山古瑣）までは直線にしてわずか 300m弱、「尾支群」ま

では 300m強の距離にある。立地的には同じ尾根上にあり、立地する標高もあまり迎わない。今後の調

壺でさらに太秦翡塚古瑣（トノ 山古瑣）や「尾支群」との間を辿める成果が得られれば「太秦古墳群」

の構成を明らかにできるものと期待される。
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